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I.
一人の作家とその要，或いは女性との交渉は彼の文学と一体どのような関係
を持つものであろうか。もとよりその関係は多種多様であって，従って答えは
簡踊ではない。しかしその問いをSherwoodAndersonと云う特定の作家に限
る場合，問題は比絞的明砿なすがたを瀞ぴて来る。なぜなら1936年に彼は先錐
の'rlleodoml)reiserに宛てて次の様な乎紙を書き逢っていち一GGIthinkitis
ourlonelineSsibr"chothertllathasmade,nostofusthrowtoomuchon
women.''1936年と云えば彼の死に先立つとと五年前,63竣になった時のこと
であり，これらの青葉は彼の晩年の孤独と寂塞を業ざ篭ざと物謡っていろ。事
実，晩年のAnderSonは作家としての自信の典失と焦燥感にさいなまれてわ飢
わ弧に或る揃喪しさを感じさせる程である。何よりもそのことをはっきり示す
のはその時期に乎をつけては未完のま主打ち棄てて行った作品群だ。GGBrother
EaTI,''66AL&lteSIrillg''66HowGreentheCmfs''などがそ飢だが，その内容は
いす鯉も人生の落伍新，自信喪失者を取扱い，しかもそれらの小説自体が全部
未完のま主に棄てられているのである。ヒオ1程はっきりとAnderwnの晩年の
lonelin=を教えているものはある主い・だがしかし彼のIonelinssは決して
晩年にのみ姑吏ったのではなかった。既に"1℃rhaIFwomen"(1931)の出版
直後，彼が作家としてどの様な位鯉にあったかを明瞭に示すエピソードが伝え
られている。－その時,d0.l.heNation''紙が主伽してGr"nwiChVillageの
さるレストランで出版記念のパーティーが彼のために間か飢た。しばらくのⅢ
Andermllは会話の中心であったが，途中に思わざる客が現飢た，当時日の出
の勢にあったWilliaml"1111k】肥rである。二人の作家は親しげに顔を合わせそ
して冗談を言い合った，しかし恥ulkl]erがAndeTsollのそばを離れると，そ
の場に居合わせた殆ど凡ての人燕が彼のあとに続きAndemonは只一人取り残
された。彼は一人その場に坐って瀞かに微笑を浮ぺ手に持った大きな州子をゆ
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つくりと撫でていた，一雷も口をきかないでずっと*H子を撫で統けていたと云
う。－或いはそのことのあった二三年以前に,NcwOrleansの食堂で一人の
男がA''der"nに近づき，もしやあなたはスミス某氏ではあるまいかと難ね
た｡彼は友人が驚く程の苦が藩がしさ淀こめて答えた,"No,butIwishlwas.''
NewOrlemFは既にAndemonが何度も訪れ，しばらくそこに住み洲わぱその
地の－と云うよりも新しい文学の担い手としてアメリカのみならず国外にも
名を知ら弧た一宿士であった筈であり，少くとも五年前壷では彼の肖像が何
度も新聞を飾った筈である。そ肌が無名の某氏にしか見えないとは。彼の心中
の寂しさ思い見るくしである。
これらのエピソードはしかし作家と云うものの名声のはかなさ，或いはジ．1．
－ナリズムー殊に鮫も早く移り変って行くアメリカのジャーナリズムの冷酷
さを物語っているだけのことかも知奴ない。そしてAnde1君onもそれのもたら
す寂しさには堪え得たであろう。だがそれよりももっと彼に打鍵を与えたの
ば，彼の次代に，或いは次の次の世代に属する若い作家によって与えら虹た裏
切り乃至は攻撃であった。全く，彼の切り開いた道を通りながら彼ほど，後に
続く者によって突きとばされ抑し倒さ奴踏みずけにさ虹た作家は珍しい。節一
の矢はHemingwayによって放た鯉た。1926年に間emingwayが出した841､or_
renEof"ring''はAndemwnとGeWnldeSteinとを痛烈に認刺する目的で灘
か乳ていた。しかもをのHemingwayこそ六年前に4Ginstinctivelyintoudlwidl
everythingworthwhilcgoingo'1he!巴”の青年だからと云ってAndemon自身
が紹介状を書いてパリにいるStemにひき合わせ，その上作品の出版者を見つ
けてやった直接の後輩だったのである。第二の裏切りは晦ulknerによって行
われた。彼は処女作"MIME嵩蝿y''(1926)の川版をAnderso加に世話して貰
い,絶えずAndergonから激励さ奴ていたにもかかわらず,第二作dGMomui"sP'
(1927）の中でA11dPwnを含むNewOrleansの文学サー クル46Thel)ouble
Dalerpp誌の仲澗を認刺し，それ以前にも，或る無名画家の絵画染の序文で
AmMPrgonのstyleのparmyを書いた。そしてもっと若い世代に属する人舞は
もっと残酷だった。たとえばI1nomasWoI化は何の理ⅡIもなく老Anaemnnに
喧嘩を売りYouareF6finish函.”とののしった。またWilliamSlmyanは彼の
作品を“垂であると云う。そしてAn"rwllはこ奴らの認刺或いは攻盤に対
して殆ど一言も反艇しなかった，或いは反砿し得なかった。
しかし不思議でばないか。何故にAndewnは，若い作家に大きな影癬を与
えながら，しかも彼一人がかくも集中攻躍稚浴びるのか。われわれはそこに，
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彼の次代に属する人だのhard-Imiledと呼ぱ恥ろ特有の冷い心精を見て取るこ
とも可能である。しかし問題は決してそれだけで経らない。なぜなら若い世代
の攻撃は殆どAndcmon一人の頭上にそそがれてその他の人為は無傷のま主に
残っているからである。従って彼に加えられた集中攻撃は非憎派である荒い世
代の側に原因があると云うよりもむしろAndewn自身の中に彼らの攻繋を誘
うものがあったのではないか。そしてそれが若い人舞の集中攻醗を誘発したの
ではないのか。．－われ巾鯉がこう云う疑問を抱いて彼の作品を見渡す時，処
女作64WindyMcP11c雨on'sSon"(1916)の昔から"KitBmndon''(1936)の晩
年に至る壷で一賞して．hard-Imiledの逆のもの，つ重りsok-miledの心附に
よって凡てが猫かれていることに気ずくのである。彼の作船は凡て，凡ゆるも
のによって影響さ肌易い，峨い，傷つき勝ちな心によって描か飢たことを明瞭
に示している。そして1onelin"sを鮫も揃切に受け取るのもその心箭のためで
あり，同時に望たそのlonelinessに堪え得ないのもその心悩の故だ。だから
Andersonと若い世代との関係は人|Ⅲのlonelinessを揃切に感じ取りそしてそ
弧に地え得ない科とそのloncline鵠に燃え得る者，と云うよりもそ飢遼足場に
して自己の仙界を展開した者との組合わせが生み出す悲劇であった。勝負は始
めから決っている。A11demonは絶えずullderdogの悲哀をなめざる淀得なか
った。彼の作中人物が常にこの敗北感とlonelinssを明瞭に示しているのも理
II1のないことではない。負け犬はしばしば勝ち犬が自己に無用の勝利感を保証
するための対象となる。泣き虫を見れば悪迩どもは無川の手州しをせざるを得
ない。非精汲の藩い人杢にとってAndeIsonのson-boilmは，噸笑しいじめ
るのに恰好の対称であったにちがいない。Anderson一人の上に彼らの攻撃が
集中した所以である。そしてAnderwnはそれによって菫す壷す孤独と寂しさ
を倍加し焦燥と自信喪失のうちに晩年を経えねばならなかった。
Dmi"rに宛てた手紙の中の言葉はこのⅢ1の事総を明瞭に物語るものだ｡つま
り彼の傷つき易い心は人間のloneline謡を揃切に感じ取りそしてそのlonelin"
に堪え得ずして救いを女性に求めたのである。Andmonにとって女性とはそ
の様な機能を果すものであった。がしかし問題はそ恥ですっかり割切れ終るの
ではない。なぜ放ちAndcrwnの柔い心は今度は逆にその女性によって影響を
受け始めるからである。そしてその影轡が次節に彼の心にとって憩荷になって
来ると，彼の敏感な心はその影騨を受け切れない自己を意識し，自己とその女
性とのIⅢに横たわる越え難い断暦を感じ取り，従ってそのことが自己の孤独感
を一層弧く彼の心に睦らせる締果となるからである。
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Andersonのこの影騨を受け易い性格を端的極物語る討紫をわれわれは矢張
り彼の手統の中に容易に見出すことが出来る。1931年，兄のK&Lrl宛に彼は次
の様に番いている－@6ItisratherstmngehOwmllchIaminnUellc"bywOmen.
They孔肥sudlaniml)ormntal'dnee=lryInrtofmy1恥.AnotherwOm:m
camealongandgotatmeinanewway.''との手紙と先に#jIIIIした1)lei"r
宛の手紙とを組合わぜてみる時，われわ恥はそこにひとつの方式が出来上るこ
とを発見する。すなわち,Andersonは人間のIoI1e肋】唇sを痂烈に感じそれに
堪え得ずして救いを女性に求めたが，ほかならぬその女性こそ彼の人生を決定
する秘の砿大な影響を彼に与えずにはいなかった。そして何奴の手紙も女性を
複数にしてAI}D,実生活においても次盈にIJII人の妻と結辮している覗実を考え
合わせる畔，その方式は次の様な結論を導き川すであろう－その女性からの
箪大な影辮が今唆は逆に彼の孤独感を深め，彼はまたしてもそれに堪え得ずし
て他の女性に救いを求めそして再び同じことが繰返される。この螺旋歌のプ画
セスこそ彼のｲ頓を明確に示すものではなかろうか。青葉をかえて言えば，
Andemxmと数人の女性とのかかわり方を眺めることによって，人I川としての
A81derwon",従って彼の文学の基本的性格をはっきり取り川して見せること
がⅢ来るのではないか。との小論の目指すところはそこにある。
II.
Andermllは米西戦榊が起きた時従軍して1899年にClll)鼬のCicnfilegosに
上隙しそこにI川力月駐屯していたが，その間に彼は戦友たちから“汎脆llow
talendatnndillgagirlwhellhevantedone''と云う評判堂とっていたと云
う。このZI域から推して彼をめぐる女性群は恐らく肘I当な数にのぼるにちがい
ない。その凡てをここに取り上げることは困難だから，ここでは対象を彼と正
式に結嬬した四人の妻に限りたい。
彼の死後出版された66Memoirs''(1942)の中でAndcrsollはMlいている－
6dMynrsttllr"marring""chlastcdexactly6veye61rs・IhKwc紐IwaysIEn
sureth:ntnoncOrthewomelbweemblame.”これらの青葉は彼の心の睡nd-
釘､上9sを示すと同時に，破辮の因をなしたものへの非難は机手の女性に向けら
れるよりもむしろおのれ自身或いは自己とそのような女性との組合わせに向け
られている。そしてこの様な態度の中に実は彼の文学史的位世一全く新しい
文学の創始群としての位般一を暗示すあものがある。なぜならAndeTSonが
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出現する篭で,アメリカ文学は凡てその眼を外界に向けていた。Upm】】Sinclair
やJackLoI1donの‘|:会主義の文学はもとよりのこと,And"so1,の直ぐ前に就
くD応i記rとSinChirLewiSの文学も彼らの批判と非難とをアメリカの安本主
義乃至そ飢によって規格化された村落或いは救いがたい村落の因習に向ってそ
そぎ，すべての悪の陳I劇をなすものは外界にあるとして，多少でも疑いの眼を
自己に，つまり人Ⅲi存在の内側に向けたことはなかった。彼らにとって，珈態
は悲だ耶純であり，彼我淵1対立する場合，我は不問に附して専ら非難を彼の側
に向ける。人I川をゆがめるものは只外界にあるのであって従って外界の改革が
凡てを決定するものと老え，いきおい彼らの外界に向ける非難と攻難は躯純明
砿猛烈であった。もちろんその対象が女性である場合と就会である場合とを混
同することは誤りであろう。だが少くとも基本的態度においてはいささかも変
るものではない。たとえば,A伽dersollは第四の結嬬以後,labormovemelltに
関心を示し1931年彼は公然と自らを凱mdicalと宜雷するのであるが，その後
の実際遜勤においても作家禰鋤においても彼は決してDreiserJPLcwisの如
く明確弧力になり得ず常にためらい勝ちであり始めから敗北のmlleを瀞ぴて
いたのである｡或いは"MarchingMel1"(1917)｡P"PoorVhi"''(1920)の如
くml:会的色彩の濃い作IIlを洲ぺてみても作者の非難はひたすら外部世界に向け
られていると云うのではなく，従って主人公の失敗と敗北は必ずしも祉会のせ
いではない。むろんかかる態鹿は社会遜勤の側から云えば媛昧で敗北主義的で
非難の的となるであろうが，実はこの態度こそアメリカ文学に新生面を切り紺
<最初のそして欠くことの川来ない砿要な礎石であった。ここでAnder"nは
批判の眼を外部1化界に向ける代りに自己に，自己の内部に向ってそそいだので
ある。人I川を本来ゆがまざるものと見，そ奴をゆが主しめるものは外界にあり
と考え，非難を外界に向って梨中する－と云った態度を取ることをやめて，
ゆがんだ藍主の人Ⅲlをその喪篭彼の内部に分け入って描こうと試みたのであ
る。眼を外に向ける紘会的文学に代って，内部心理や意識の流れの鎮域に踏み
込む文学はアメリカではAndersonを荷って始めて生れることが出来た。彼以
前にはそのような文学は皆無であった。そしてそこにと毛彼の文学史的位世が
あるのである。ここで忘れてならないのはかかるA11dersonの文学は既に述ぺ
た如く彼自身の生得のものから必然的に生肌て来たのであって決してFell-
digmismの影響から,ill'1わぱ外在的な因子によって書かれたものではないと云
うことだ。謝村も批ii'1《家もA11dersoll④作1IAの中に蹄eudの影響があること
を異口同誉に指し示す。そして那実Iirelldの精刺I分析学はすでに1913年以前
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に雑誌FridalyReviewに紹介され，主た1916年夏Anderさonはアメリカ岐初
のFychoanalystの一人TY埴nntB''rrowに会いnでudtmiSmの話を聞いて
shockを受けたこともあると云う。しかし，彼は数人の友人に自分は]reud
を読んだととがないと明討し,00MCmoirg'の中でもddIneverdidEdhim''と
譜いている。恐らく彼がlrcudを読んだことのないのは眞実であろう。そし
てFridayReviewに戦った紹介は決して未だ流行するところ主では行って居
らず，説たBurrowに会う以前のAndem加の作曲に既に後年の傾向が見えて
いることから推して0Anderson自身の中に深層心理や意識の流奴を捉えよう
とする嬰諦が先ずあって，その後文学仲IIIIの口から聞いたり断叶的に読んだり
したFreudの知諭を自分の要荊の支えとして利Ⅱjしたと云うのが眞柵であろ
う。（ここは今少し老継を必要とするが，ここでは結論だけを述べるに止め
る｡）いずれにしろ,AnderM)nによってブメリカ文学がそれ主でに欠いていた
内面心理の釧城荘持つに至ったことはIIII遠いない。そしてそれが彼我対立の場
において，非難と批判を彼よりも我の側に多くかけようとするA11derwnの
性癖から川発していることも碓爽であろう。対女性の場合，そのことを何より
もはっきり示していると思われるのは次の手紙だ－66I"orE.isverrylli"-
mllChnic""mlwilleverbe-imdldonotwanth"麺】ymme.C.andT.
Wemlli(""。.WhyshouldII1o上flcemysel←魂wanderer."(友人腿rdin:md
"hevillへの手紙,19294Iz)
との手紙の中でIx)oTE.と肥さｵLているのはその年の一月牛ばに離婚した第
三の妻ElizallzthPmllのことであり,C.とは1904年結嬬した第一の妻Ccmeli:1
T&meを指し,'1，．は1916年八ﾉjに緒嚇した第二の妻.･l℃me塞唾Mitchelの
ことである。鋪四の彼の死に壷でつき添った妻E!emorCo"dmv画の場合を
も含めて，彼の結蠕には一賀した特徴が眼につく。そ飢は相手が常に或る商い
教養を術え，彼に助雷し忠告し彼を指導する能力を持っていることだ。たとえ
ば第一の妻COmel伽は宙有な家庭の出で十分な教育を受けて居りAndtrmn
と結蠕後,Clydcで彼のために迭った家庭ではしばしば文学を中心にした読普
会が行われ,EIyrizLに移転した後も，彼女は孔I興亜"'litemrysocietyに加わ
りその会合で本を統み“教養ある夫人”として称讃を博し，後にAndersonが
小競を諜き始めると，その文法的誤りをも訂正した程である。香楽教師をして
いた第二の饗･lbnllesM("は決して良家の出ではなかったけれどもChicagoに
出て働きつつ，しばしば同地の芸術家や文学新の集りに出席してselILcultivation
に努力しそして後にはChic&lgoにおいてもNewyorkにおいても知識人のⅢI
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に,typical@0NewWomalu''として称讃を梨めていた。第三のEIizalzthについ
てはAnderam自身が兄のKarlに宛てた手紙の中に妻の｡6gentlearistocracy''
と虞面目に普いて居り,1927年冬の短いヨー ロッパ族行のIIIIに彼女の示したフ
ランス語の流暢さは彼自身のかたことにくらべて彼の心にかすかな不安の種を
篭いた程だった。錐川のEIEmorはこれも教養ある家庭に育った進歩的文化
人で肚会遮勤家でありAnderwnと知り合った馴は南部の労働運動を指導する
activcでありA11dcmo11が労働遜鋤に関心を示し始めたのも彼女の助言と忠告
によるものであった。
かくの如く一批する川人の要の特徴からAnd'arsollが妻に対して求めたもの
は明かだ。それは女性的な魅力であるよりも，自己のうちに欠けているものを
相手のうちに見出しそれに魅か弧，それによって自己のうちに無いものを補い
救われようとしたのにちがいない。もっと極端な言い方をすれば,Anderwnが
妻に求めたものは異性的なるものよりも同性的なるものであり，肉体的なるも
のよりも輔刺I的なるものであった。そのことは，彼の妻がいずれも見目美しさ
と女性らしさを欠いてA”，或る甥合は筋'W･太く男性的でさえあったことから
も容易に想像出来･kう°しかもAnden"n自身は"Xに蝦か鯉た作家と云わ
れ，性の露骨な描写をしばしばﾉIjIJ,,D.H.LilwrenCeに艇も親近性を感じて
いたのであるから問題は鮒雑した搬州を稲ぴて来る。恐らくここには糖紳分析
学の好簡の問題があるだろう。彼の作肋の中にしばしば，満たされざる夢と願
いを抱いて放浪して行く人ⅢIのすがたを兇出すのも，ここに主題を婦納するこ
とが出来るだろう。そして，「敬養あるcontry-lady｣－｢typicalNewWoman」
卿一rnristocmCyを持った姉人｣－｢逃歩的な耽会遜勤濠」と云う移り変りの
過程の中に，前考への不満を後粁によって満たさ虹ようとする彼の願いが明か
に見て取肌ろと同時に,AnderSonの心の遡雁の中味をもほぼ見透すことが出
来よう。
（未完）
